
協定留学近況報告書 

記 入 日 2019年 05月 14日 

留 学 先 大 学 マッコーリー大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

☑特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2019年02月－2019年07月 

明 治 大 学 で の 所 属 国際日本学部 国際日本学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部3年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

授業を行く前に申し込んでいなかったので、最初の一週間苦労しました。ガイドブックに書いてあっても取れない授業があったことや、自分

の過去の成績表がないと申し込めない授業など、明治大学でのシステムとかなり違っていました。マッコーリー大学では基本的にどの授

業に申し込むにも教授にメールをし、自分が日本で受けた授業を証明する必要がありました。学校によって申し込みの仕方は違うと思い

ますが、留学前にどのようなシステムなのかと、取り消し期間や、教授に聞きたいことなどをあらかじめ聞き、日本にいる間に履修登録を

済ませておくことをお勧めします。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ）  

ビザの種類：学生ビザ（student”subclass500） 申請先：Australian Government Department of Home Affairs 

ビザ取得所要日数：1 週間以内 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：583 オーストラリアドル （25000 円弱） 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

パスポートの写真。写真を撮って申し込みの際にアップロードしました。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

オーストラリア政府が提供しているビザ申請のサイトを開き、質問に順番に答えていきます。 

途中でなぜオーストラリアに留学するかについての 2000 字ほどの文章を書かなければなりません。 

また自分の過去の生活、家族のことについても細かく質問されていたので、家で親がいる際に行うことをお勧めします。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

面接はありませんでした。 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

自分の過去のことについて聞かれたときに親に聞かなければならなかったことに困りました。 

また、申し込む際に違うカテゴリーで申し込んでしまい承認されず訂正しなければありませんでした。自分の申し込んでいるカテゴリーが正

しいかどうか、しっかり確認するべきだと思いました。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

半年以上の留学であれば、現地での銀行口座を作ることをお勧めします。現地の銀行口座を持っていると、オンラインでお

金を移動できることや、支払い時に追加料金がかからないことが多いです。私の場合は半年だったので、クレジットカードとあ

る程度の現金で生活することができました。 



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 JETSTAR 

航空券手配方法 
Expedia 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 Sydney Airport 現地到着時刻 13：10 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

☑大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）     

タクシー  そ の 他     

                 

移動の所要時間 1 時間 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

無料 

大学到着日 2 月 16 日 17 時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

☑はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ ☑寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 ☑一人部屋  二人部屋       その他（キッチンのみ共有） 

ルームメイト 日本人学生 ☑他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 ☑大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 寮のウェブサイトに行き、クレジットカードや緊急連絡先等を登録した。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

登録したメールアドレスが間違っていたため、確認のメールが届かず知らないうちに住居申し込みが取り消しされていた。 

早めに気づいたため、連絡を取り同じ寮に申し込みすることができた。安い寮から順に空き部屋がなくなっていくので、早めに寮を探すこと

をお勧めします。 

また、実際の寮は管理がしっかりされていないうえ、不具合がたくさんありました。私の場合は、一週間トイレ、シャワーが使えませんでし

た。問題を伝えても、すぐには動いてくれないことが多いので、何か不具合や問題がある場合はしつこいぐらいに何度も伝えたほうがいいと

思います。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 ☑あった  なかった 

日程 2 月 18 日～2 月 22 日 

参加必須ですか？ 必須   ☑任意参加 

参加費用は？ ☑無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 広いホールでの説明会のようなものや、アクティビティーを混ぜた参加型のものもありました。 

友達作りのための説明会などもあり充実していました。また、同じ内容のものが何度もあったため、一度逃して

も他の日に参加することができました。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ☑あった  なかった 

授業開始日 2 月 25 日 



 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

特にありませんでした。学校から指定された、在留届のみの登録をオンライン上で行いました。 

特に費用はかかっていません。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

現地では特に何も手続きは行っていません。 

自分の入っている保険のアプリを携帯にインストールしたことのみです。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

開設しませんでした。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

購入していません。 

 

日本で使っていた iphone の sim フリーのものに現地の sim を差し込んで使っています。 

Sim カードはスーパーで購入し、自分の携帯で手続きに沿って設定しました。 

（一番安いプランなので 2.5 ギガで一カ月 15 オーストラリアドルです。） 

私の場合、基本的に学校のＷＩＦＩが学校内すべてのエリアと、寮内で使用できるのであまりインターネットは必要なかったです。 

 

電話番号移行ができず、現地での電話番号を変えなければならないのは想定外でした。 

おそらく大きなキャリアの携帯会社のシムカードを購入した際は電話番号移行ができると思います。  

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

☑到着後に（2 月 18～22 日頃） 

    ☑オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        ☑なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

基本的に留学生も、現地の大学生も申し込み方法に違いはありませんでした。 

学校の始まる前には、授業登録を助けてくれるシステムがしっかり整っていたため、問題があっても誰かしらに聞いてすぐに解決することが

できました。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

 

 

 

 

 

 



Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
                                          

9:00 
      レクチャー             日本語教師ボ

ランティア 

            

10:00 
                  レクチャー 〃             

11:00 
      レクチャー チュートリアル       〃             

12:00 
      チュートリアル             〃             

13:00 
                        〃             

14:00 
                  チュートリアル 〃             

15:00 
                  レクチャー 〃             

16:00 
                  レクチャー                   

17:00 
                        サークル活動             

18:00 
                        サークル活動             

19:00 
                        サークル活動             

20:00 
                                          

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          

 
Ⅶ. 現在までの感想 留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

マッコーリー大学のキャンパスは広く、自然も多く、かつショッピングモールも近いのでとても便利です。履修できる授業は 4

授業だけですが、基本的に一つの授業につき、レクチャー形式のホールで行うような授業とチュートリアル形式の参加型授

業の両方があり毎日の授業への準備だけに最初の一カ月は追われていました。また、課題も多く、かつ下調べの量の指定

が多いため一つの課題に要する時間多さに驚きました。基本的にバイトが日本での学生生活のほとんどを占めていた私にと

って、勉強で週末が埋まる日々は新鮮で、かつ不思議なことに大学生活始まって初めて自分学生なんだな、と感じました。 

私の大学には幸運にも日本人がほとんどいないので、毎日が英語でのコミュニケーションのみで終わる毎日です。どうしても

伝えたいことすべてが伝えきれないことなどもあり、最初のころは少しストレスを感じることがありましたが、今は違う文化背景

を持つ人たちと話す毎日を楽しんでいます。宿舎には自分と同じような交換留学生が多く、友達を作ることにはまったく苦労

しませんでした。週末は街中に一緒に出かけるなど、勉強以外の時間もかなり充実し楽しんでいます。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

これは自分と同じ大学を目指す学生というわけではなく一般的な話ですが、留学する前に自分の中で目標を決めておくとよ

いと思います。目標がはっきりしてればしているほど、何か問題があったときや、つらいと感じた時にどうすればよいかがしっか

り見えてくるかな、と思います。また、基本的に私がマッコーリー大学で出会った交換留学生は、自分がここで学びたいことや

やりたいことがしっかりしている人が多かったです。きっとなんでこの大学を選んだのか、なぜ留学しようと思ったのか、将来は

何がしたいのか、聞かれる機会があると思います。その答えがはっきりしたうえで留学に来れると、きっとこの留学をより自分

にとって意義のあるものにできるのかなと、思いました。また、留学に対してあまり期待を持ちすぎないほうがいいのかなと個

人的に感じました。きっと視野は広がると思いますが、留学で今自分が抱えいる問題や、課題点がすべて解決されるわけで

はなく、結局は日本で自分が行っていたことと似たようなものを違う国で行うということに気が付きました。自分が留学を行う

ことによってどれほど成長できるかは、留学中の自分の行動および意識の問題だと思いました。 

また、マッコーリー大学の生徒の国籍は様々です。留学来る前にしっかり他の国の背景や文化などをあらかじめ知っておくと

よいと思います。 

 


